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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、自己の感情についての推

論と他者の感情についての推論の両者を統

一的に論じる理論的枠組みを作るため、実験

に基づくそれぞれの実証的証拠を得ること

である。自己の感情推論については感情予測

研究の枠組みを利用して、将来の自己の感情

を推論する際のバイアスとそれを除去する

方法を明らかにする。他者の感情推論につい

ては社会的文脈情報から自発的に他者の感

情を推論する過程とそれを制約する条件を

明らかにする。その過程で自己の感情状態が

利用（投影）されやすい傾向を示すとともに、

投影を低減する条件を明らかにする。加えて、

感情推論が社会的行動に結びつく過程の検

討を開始する。 

 
２．研究の進捗状況 

（１） 自己についての感情推論研究 

まず商品の選択場面を用いた実験を行っ

た。その１つでは、選択を変更できない場合

の方が可能な場合よりも選択後の満足感は

むしろ高まることを示唆する結果を得た。ま

た、選択肢が少数の場合の方が多数の場合よ

りもむしろ選択後の満足感が高いことにつ

いても検討した。これらの結果については、

選択に伴う後悔感情およびその予測の問題

とも関連づけて検討を行った。 

次に、レポート課題を用いた現場実験を行

った。この一連の研究では、課題遂行後の感

情を予測させる条件を設けて、感情予測が課

題遂行の動機づけを高めるかどうかを検討

し、一部で動機づけ機能を示す結果を得た。

この研究では、遂行後に得た結果を事前に予

測できたかどうかをたずねて、後知恵バイア

スの問題も併せて検討を行っている。また、

感情予測のインパクトバイアスが生じるこ

とも確認した。 

（２） 他者についての感情推論 

記述文から自発的に他者の感情状態を推

論するかどうかについて、自発的特性推論の

実験パラダイムを用いて検討を行った。再認

パラダイムだけではなく、再学習パラダイム

を用いて成果を得てまとめたものが、学会誌
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論文として掲載される見込みである。この一

連の研究では、音声情報を用いて実験を行い、

より感情が推論されやすい形で検討を行っ

ている。他者についての感情推論が共感性や

視点取得によって推進されるのかどうか、自

己中心的な投影を行う条件はどういったも

のか引き続き検討を行っている。 

（３） 理論的検討 

 自己と他者の感情推論を統合する理論モ

デルを提唱するために、まず感情予測研究に

ついての研究のレビューを行った。この論文

は認知心理学会が監修したシリーズの本の

１章として出版される予定である。現在は、

特性についての対人認知のモデル、ステレオ

タイプ化のモデルと関連づけながら、一時的

な状態の推論モデルについての検討を開始

している。 

 
３．現在までの達成度 

 ③やや遅れている 

 スタート時点で利用を希望していた常時

利用可能な実験室を学内に確保できなかっ

たため、実験のたびに共用の部屋を手配して

利用している。そのため、実験室実験に基づ

く研究の進行が遅れている。実験内容につい

ては、当初の計画通りには実行できなかった

ものもあるが、他方でその後計画に追加され

て成果を生み出しているものもある。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 最終年度に可能なことを吟味した上で、焦

点を絞って実験を実施していく。他方で、理

論的検討を充実させたいと考えている。 

計画の進行に影響を及ぼすのは外的要因

であり、社会心理学会の大会担当常任理事の

仕事、心理学会の機関誌編集委員会の副委員

長の仕事、さらには所属する研究科の管理運

営の仕事などが問題点として考えられる。関

係諸方面と調整することで、対応策を講じた

い。 
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